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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

　当社は、平成28年３月期第２四半期決算手続において、営業取引の一部に不明瞭な取引（以下、「本件販

売取引」という）が発覚し、当社と利害関係者を有しない社外の専門家で構成される第三者委員会を設置

し、調査を行い、平成27年12月７日付で第三者委員会からの調査報告書を受領いたしました。

　当該第三者委員会による調査の結果判明した本件販売取引について、架空取引による不適切な売上高及び

仕入高の計上が行われていた事実が判明したことから、対象となった売上高（54百万円）及び売上原価（45

百万円）を相殺し、相殺後の利益金額については、営業外収益の循環取引等差益として計上する等の修正を

行っています。

　当該決算修正により、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、平成26年２月14日に提出し

た第59期第３四半期（自　平成25年10月１日　至　平成25年12月31日）の四半期報告書の訂正報告書を提出

するものであります。

　なお、訂正後の四半期財務諸表につきましては、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受け、そ

の四半期レビュー報告書を添付しております。

 
 
２ 【訂正事項】

 

　第一部　企業情報

　　第１　企業の概況

　　　１　主要な経営指標等の推移

　　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　第４　経理の状況

　　　２　監査証明について

　　　１　四半期財務諸表

　　　（２）四半期損益計算書

　　　【注記事項】

　　　　(セグメント情報等)

　

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第58期

第３四半期累計期間
第59期

第３四半期累計期間
第58期

会計期間
自 平成24年 ４月１日
至 平成24年 12月31日

自 平成25年 ４月１日
至 平成25年 12月31日

自 平成24年 ４月１日
至 平成25年 ３月31日

売上高 (千円) 2,405,187 2,169,556 3,153,832

経常利益又は経常損失（△） (千円) 6,623 △45,273 △9,484

当期純利益又は四半期純損失
(△)

(千円) △1,775 △68,503 2,034

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,226,650 1,226,650 1,226,650

発行済株式総数 (株) 5,160,000 5,160,000 5,160,000

純資産額 (千円) 3,539,990 3,435,658 3,537,376

総資産額 (千円) 4,503,944 4,299,929 4,555,142

１株当たり当期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △0.37 △14.23 0.42

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 10.00

自己資本比率 (％) 78.6 79.9 77.7
 

 

回次
第58期
第３四半期
会計期間

第59期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成24年 10月１日
至 平成24年 12月31日

自 平成25年 10月１日
至 平成25年 12月31日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △0.31 △4.56
 

(注)　１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。
 ２　当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については、記載しておりません。
 ３ 売上高には消費税等は含まれておりません。

 ４　第58期第３四半期累計期間及び第59期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ５ 第58期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 
 

２ 【事業の内容】

 

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有

価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間における日本経済の環境は、政府の経済政策等により、円高の是正・株価の上

昇で景況感の改善が見られ、緩やかに回復しているものと思われます。

　ビジネスフォーム業界におきましては、需要の回復がある一方で帳票の電子化、簡略化、廃止などの

流れも依然として潜在し、業界を取り巻く環境は不透明なものであります。このような状況下、営業部

門におきましては、BPOビジネスの取り込みに重点を置いた既存取引先への深耕活動や新規取引先の開

拓活動を中心に、中央官庁をはじめ市町村、外郭団体との取引拡大及び採算の悪い案件の価格改善を中

心に活動を展開いたしました。

　生産部門におきましては、設備の導入による生産性の向上や物流の見直し、資材の購入先や購入方法

の見直しによるコスト低減を中心に活動をいたしました。

　しかしながら、生産部門の原価率の改善は一定の効果がありましたが、営業面における厳しい状況が

影響し、売上の低下を原価率の改善が吸収することができませんでした。

　その結果、当第３四半期累計期間における業績は、売上高が2,169百万円（前年同期は2,405百万

円）、経常損失は45百万円（前年同期は6百万円の経常利益）、四半期純損失は68百万円（前年同期は1

百万円）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① ビジネスフォーム事業

企業の販売促進費の抑制による需要の減少及び価格競争激化の影響が大きく、既存取引先へよ

り一層の深耕活動等を行いましたが、売上高は、前年同期と比べ208百万円減少の1,447百万円

（前年同期は1,655百万円）となりました。セグメント利益は145百万円の利益（前年同期は182

百万円）となりました。

 

② 情報処理事業

新規案件獲得に幅広く活動しましたが、金融関連の総需要量の減少並びに電子化の進行の影響

は大きく、売上高は、前年同期と比べ26百万円減少の722百万円（前年同期は749百万円）となり

ました。セグメント利益は、38百万円の利益（前年同期は46百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における流動資産は前事業年度末と比べ202百万円減少し、2,355百万円とな

りました。これは主に「現金及び預金」が171百万円、「受取手形及び売掛金」が50百万円それぞれ減

少したことによるものです。固定資産は前事業年度末と比べ52百万円減少し、1,944百万円となりまし

た。これは「有形固定資産」及び「無形固定資産」の取得増加が39百万円、「投資その他の資産」に含

まれる「投資有価証券」が20百万円、「保険積立金」の17百万円増加があったものの、「減価償却」に

より「有形固定資産」が105百万円、「無形固定資産」が23百万円それぞれ減少したことによるもので

す。

　流動負債は前事業年度末と比べ139百万円減少し、649百万円となりました。これは主に「買掛金」が

29百万円、「短期借入金」が64百万円、「賞与引当金」が21百万円それぞれ減少したことによるもので

す。固定負債は前事業年度末と比べ14百万円減少し、214百万円となりました。これは主に「その他」

に含まれる「繰延税金負債」が8百万円増加し、「リース債務」が30百万円減少したことによるもので

す。

　純資産の部は前事業年度末と比べ101百万円減少し、3,435百万円となりました。これは主に「利益剰

余金」が116百万円減少したことによるものです。

 

(3) 対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は6百万円であります。

 

(5) 従業員数

当第３四半期累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

(7) 主要な設備

当第３四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計

画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,640,000

計 20,640,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,160,000 5,160,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 5,160,000 5,160,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ― 5,160,000 ― 1,226,650 ― 1,171,200
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 347,000

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式4,806,000
 

4,806 ―

単元未満株式 普通株式 7,000
 

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 5,160,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,806 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりま

す。　

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式706株が含まれております。　

 

② 【自己株式等】

  平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
カワセコンピュータ
サプライ株式会社

大阪市中央区今橋
２―４―10
大広今橋ビル

347,000 ― 347,000 6.72

計 ― 347,000 ― 347,000 6.72
 

(注) １　当第３四半期会計期間末の当社所有自己株式は347,706㈱であります。　

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までにおける役職の異動は、次のとおりであ

ります。

役職の異動
 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役　生産本部長 取締役　営業部長 岩上　光男 平成25年７月１日

取締役　東日本営業副本部長 取締役　生産本部管掌 吉村　泰明 平成25年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出してお

りますが、訂正後の四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けて

おります。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】
(1) 【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

    
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 1,951,690 1,780,376

  受取手形及び売掛金 508,258 457,731

  商品及び製品 26,689 37,604

  仕掛品 8,770 8,483

  原材料及び貯蔵品 20,450 28,943

  その他 42,788 42,800

  貸倒引当金 △84 △122

  流動資産合計 2,558,564 2,355,817

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物（純額） 413,093 387,464

   土地 523,057 523,057

   その他（純額） 424,601 376,363

   有形固定資産合計 1,360,752 1,286,885

  無形固定資産 86,435 71,898

  投資その他の資産 ※1 549,391 ※1 585,328

  固定資産合計 1,996,578 1,944,112

 資産合計 4,555,142 4,299,929

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 155,865 126,640

  短期借入金 416,720 351,740

  未払法人税等 15,890 2,084

  賞与引当金 43,816 22,789

  その他 156,639 146,553

  流動負債合計 788,931 649,808

 固定負債   
  退職給付引当金 41,165 42,733

  役員退職慰労引当金 25,841 31,907

  その他 161,828 139,823

  固定負債合計 228,835 214,463

 負債合計 1,017,766 864,271
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（単位：千円）

   
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,226,650 1,226,650

  資本剰余金 1,172,655 1,172,655

  利益剰余金 1,213,703 1,097,066

  自己株式 △85,961 △86,171

  株主資本合計 3,527,047 3,410,200

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 10,328 25,457

  評価・換算差額等合計 10,328 25,457

 純資産合計 3,537,376 3,435,658

負債純資産合計 4,555,142 4,299,929
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(2) 【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

  
前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 2,405,187 2,169,556

売上原価 1,778,308 1,565,342

売上総利益 626,879 604,214

販売費及び一般管理費 650,273 678,355

営業損失（△） △23,394 △74,140

営業外収益   
 受取利息 182 186

 受取配当金 4,913 1,972

 助成金収入 13,821 12,432

 循環取引等差益 8,899 8,850

 その他 12,723 14,193

 営業外収益合計 40,540 37,635

営業外費用   
 支払利息 10,178 8,405

 その他 344 362

 営業外費用合計 10,522 8,767

経常利益又は経常損失（△） 6,623 △45,273

特別利益   
 固定資産売却益 8,119 －

 特別利益合計 8,119 －

特別損失   
 固定資産除却損 177 20

 投資有価証券評価損 9,534 3,946

 社葬費用 － 11,277

 その他 － 1,277

 特別損失合計 9,712 16,521

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 5,031 △61,794

法人税、住民税及び事業税 6,806 6,709

法人税等調整額 － －

法人税等合計 6,806 6,709

四半期純損失（△） △1,775 △68,503
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

投資その他の資産 12,990千円 12,449千円

   
 

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　なお、のれんの償却額は該当がありません。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 141,854千円 128,269千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 48,382 10 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 48,132 10 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２ビシネスフォー

ム事業
情報処理事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,655,830 749,356 2,405,187 ― 2,405,187

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,655,830 749,356 2,405,187 ― 2,405,187

セグメント利益又は損失(△) 182,306 46,942 229,249 △252,643 △23,394
 

（注）１.「調整額」の区分は全社費用を記載しております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

 ２.セグメント利益は四半期財務諸表の営業損失と調整を行っています。
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Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２ビシネスフォー

ム事業
情報処理事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,447,122 722,434 2,169,556 ― 2,169,556

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,447,122 722,434 2,169,556 ― 2,169,556

セグメント利益又は損失(△) 145,576 38,935 184,511 △258,652 △74,140
 

（注）１.「調整額」の区分は全社費用を記載しております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

 ２.セグメント利益は四半期財務諸表の営業損失と調整を行っています。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

　　１株当たり四半期純損失金額(△) △0円37銭 △14円23銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純損失金額(△)(千円) △1,775 △68,503

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △1,775 △68,503

   普通株式の期中平均株式数(千株) 4,838 4,812
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

カワセコンピュータサプライ株式会社(E02459)

訂正四半期報告書

15/16



有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　南　　方　　得　　男　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年12月16日

カワセコンピュータサプライ株式会社

　取　締　役　会　　　　御　中

 

 

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

カワセコンピュータサプライ株式会社の平成25年4月1日から平成26年3月31日までの第59期事業年度の第３

四半期会計期間（平成25年10月1日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年4月1日

から平成25年12月31日まで）に係る訂正後の四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カワセコンピュータサプライ株式会社の平成25年12

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正してい

る。なお、当監査法人は、訂正前の四半期財務諸表に対して平成26年２月10日に四半期レビュー報告書を提

出した。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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